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～ランキングが浸透する社会～～ランキングが浸透する社会～
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ランキング①

●『TBS COUNT DOWN TV』

（土曜，24:55～）

ランキング形式を多用した

音楽情報番組

●『めざましテレビ』

（月～金曜，5：25～8：00）

「MOTTOいまドキ！」
「今日の占いCount Down」
など生活情報をニュースと

共に紹介
© http://www.trinity.jp/blog/2007/08/bevy.html

©http://uchoten.jugem.jp/?eid=4453TB_iframe=t
rue&height=400&w... 
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ランキング②

● mixi(SNS)

日記に登場したキーワードが

ランキング化され、

何が流行っているのか一目

で分かるようになっている

20歳～24歳までの

利用者が多い

© http://mixi.jp/keyword_ranking.pl
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ランキング③

©代々木ゼミナール©日経就職ナビ
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好きな男ランキング（1991年）

ランキングは見開き２ページに３個 ©マガジンハウス
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好きな男ランキング（2008年）

©マガジンハウス見開き２ページに１０個もランキングが!!



参考にしたことがあるランキング（N=509）

13.2%

35.6%

14.1%

21%

34.6%

49.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

参考にしない

大学偏差値ランキング

人気就職先ランキング

mixi日記キーワードランキング

めざましテレビ

CDTV

参考にしたことがない人は約１割だけ
つまり、約９割の大学生がランキングを参考にしている!!

CDTV

めざましテレビ

mixi日記キーワードランキング

人気就職先ランキング

大学偏差値ランキング

参考にしない
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ランキングへのイメージ(N=509)

8%

31%

20%

65%

44%

55%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1位ならハズレがない

企業が宣伝に使っている

上位はみんなが使っている

流行がわかりやすい

商品などを選ぶときに便利

世の中の意見の反映

ランキングは世論や流行がわかって便利だと思われている

世の中の意見の反映

商品などを選ぶときに便利

流行がわかりやすい

上位はみんなが使っている

企業が宣伝に使っている

１位ならハズレがない
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ＮＨＫ 『クローズアップ現代』
（2008年6月4日放送）

「ランキング依存が止まらない－出版不況の裏側－」

●「ランキングに載っていない
ものは手に取らないですね」

●「1位というものに弱いんですよね

●「ランキングに載らない本の中にこそ
いい本やおもしろい本があるのでは」
（出版ニュース社 清田義昭代表）

1位だと間違いないと思います」
（主婦のインタビューより）
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なぜ、ランキングを
取り上げたのか聞いてみました！！

突撃インタビュー！！
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NHK『クローズアップ現代』
ディレクター寺岡環氏

「最初は出版不況というも
のをやろうと思いました」

「大きなポイントになったの
は『本屋大賞』 主催者の

人が1位の本は売れる
のに、2位の本は売れ
ないんですよという話を
ぼそっとしていて・・・」

インタビューを受ける寺岡氏
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自分たちの問題意識

ランキングが浸透している

現在の若者は

自分で判断できなくなって

いるのではないか??

tvnews3939.blog87.fc2.com©

判断ができなくなって困るのは
これからの社会を担う若者!!
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仮説

●メディアの利用量とランキング依存傾向は

関係しているのではないか

●同調心理や他人指向心理がランキング依存を

生み出すのではないか

●ランキング依存傾向にある人は、就職や政治も

人気やメディアに左右されやすいのではないか

今の大学生は重大な判断でもランキングや
メディアの影響を強く受けているのではないか
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仮説

大学生

メディア ランキング
依存

将来を決める判断でも影響を受けやすくなる

今の大学生は重大な判断でもランキングや
メディアの影響を強く受けているのではないか
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調査概要①

◎東京都内８大学アンケート

①調査対象者：東京都内の文系大学に通う18～25歳の
男女

＜対象大学＞・一橋大 ・中央大 ・青山学院大
・武蔵大 ・東洋大 ・亜細亜大
・大東文化大 ・目白大

②調査実施方法：自記式質問紙による配票調査法
③調査実施日：2008年8月8日～22日
④有効回答数：509票 （男261票 女248票）
⑤有効回答率：94.08％
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調査概要②

⑥標本抽出方法：

エリアサンプリングによる有為抽出と系統抽出(サイコロを
用いてランダムに抽出）による無作為抽出を併用した
クォーター法

⑦年齢対象：

大学生に限定する理由として、「進路を独力で

決めなくてはならない時期であること 」ということ

また、心理学上で18～25歳が若者＝青年期とされている
ことから、年齢制限をした
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抽出条件

①大学数756校のうち東京都内に132校（17.4％）
学生数2828708人のうち東京都内に692349人

（24.4％）

②理系では男女の差が激しいため、文系大学に限定

③対象の代表性を確保し、サンプリング対象の偏りを

排除するため、偏差値に基づいてリストを作成

それを用いて等間隔抽出を行った

全国から学生が集まり、日本の
大学生全体の集団構成をしている
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アンケート回答者の大学別割合

中央
13%

青山学院
12%

武蔵
13%

亜細亜
12%

大東文化
13%

東洋
12%

一橋
12%

目白
13%

合計５０９名
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男女別割合(Ｎ=509)

女
48.7%

男
51.3%
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回答者の学年(N=509)

2年生
20%3年生

38%

4年生
21%

1年生
21%
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情報化社会

南條(2001)

情報が最も重要な役割を果たす社会である

モノが満ち足りたことで、人々の価値観がモノから

情報へと移行した

物的充足

工業化社会
モノを持っていることに
価値がある社会

情報化社会
精神的な豊かさを求め

情報に価値観を
見出すようになる
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象徴的貧困

スティグレール(2004)
過剰な情報やイメージを消化できず

貧しい判断力と想像力しか手に入らない状態

情報はたくさん溢れているのに
そこから自分自身で判断ができない!!
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消費社会

ボードリヤール(1970)
人々が消費しているのは

その『モノ』本来の

使用目的・使用価値ではなくなり

それ以外の付随的な

目的・価値である
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消費社会の例

みんなが持っていると
自分もほしくなる

買い物はストレス
発散になる

自分をよく見せる
ために、ブランド品を
身につけたい

『最新』と聞くと
ほしくなる

消費社会を象徴している!!
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大学生の実態って・・・

大学生509人の
実態調査！！
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～大学生とメディア利用の実態～～大学生とメディア利用の実態～



29

恋人の有無（N=509）

いる, 43%

いる, 35%

いない, 56.7%

いない, 64.2%

いる, 28% いない, 72.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女

男

全体

実は恋人がいる人は少ない・・・



30

アルバイトをしているか(N=509)

はい, 81.8%

はい, 68.2%

はい, 74.7%

いいえ, 18.2%

いいえ, 31.8%

いいえ, 25 .1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女

男

全体

男女ともにアルバイトをしている人が圧倒的に多い!!
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大学生は、どのようにメディアに
接しているのだろう！？
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大学生のメディア利用時間(N=509)

大学生はテレビ・携帯電話を長い時間利用している

99.61

62.46

36.31

11.16

111.27

67.55

72.01

37.07

17.05

94.9

82.87

67.36

36.7

14.18

102.87

0 20 40 60 80 100 120

携帯電話

雑誌・週刊誌

インターネット

新聞

テレビ

女 男 全体

（分）

*
*

***
***

*** ***

有意差水準：***p<0.001 **p<0.01 *p<0.05x2乗検定
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メディア信頼度（N=509）

4.7

3.5

11.2

21.8

5.9

40.9

38.3

71.7

65.4

58.9

48.7

44.8

16.3

11.4

30.8

5.7

13.4

0.8

1.4

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

携帯電話

インターネット

書籍・雑誌・週刊誌

新聞

テレビ

とても信頼できる やや信頼できる あまり信頼できない まったく信頼できない

新聞の信頼度が最も高いが
テレビを信頼している人も約70％いる

テレビ

新聞

書籍・雑誌・週刊誌

インターネット

携帯電話
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メディアの役立ち度（N=509）

43.8

18.9

25

29.9

36.3

44.8

52.7

57.4

55.8

53.8

9.8

22.2

16.5

13

7.7

1.6

6.1

1.2

1.2

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

携帯電話

インターネット

書籍・雑誌・週刊誌

新聞

テレビ

とても役に立つ やや役に立つ あまり役に立たない まったく役に立たない

テレビ・携帯電話の情報が
約90％の人に役立つと思われている

テレビ

新聞

書籍・雑誌・週刊誌

インターネット

携帯電話
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大学生の心理って？？

みんなの心理を
覗いてみよう！！
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アイデンティティ

E.H.エリクソン(1950)

「私とは何ものか？」という自身に対する問いかけに
「私は○○である」と、社会のなかで

自己を位置づけられる感覚のこと

私は、一体何者
なんだろう??
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アイデンティティ(N=509)

20.2

39.5

33.8

43.2

47

44.4

33

29.1

13

17.9

42.8

7.3

6

3.9

11 13 2

0% 25% 50% 75% 100%

将来自分が何をしたいか、はっきりとした目標を持っている

大事なことは自分で決断をしている

自分が本当に何をしたいのかわからないときがある

一生懸命やっても、他の人ほど成果があがらない気がする

とてもあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない 無回答

一生懸命やっても、他の人ほど
成果が上がらない気がする

自分が本当に何をしたいのか
わからないときがある

大事なことは自分で決断をしている

将来自分が何をしたいか
はっきりとした目標を持っている
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合成変数

●複数の質問を点数化 その点数を合計し
1つの変数にすること

例えば・・・「大食い度」を調べるなら
①夜中に必ずお菓子を食べる
②食べ残しがゆるせない
③ダイエットに成功したことがある（逆）
④食事のとき、ついカロリーを計算してしまう（逆）

各項目ごとに
とてもあてはまる（とてもそう思う）・・・・・・・・・・・・・ 4点
ややあてはまる（ややそう思う）・・・・・・・・・・・・・・・ 3点
あまりあてはまらない（あまりそう思わない）・・・・・ 2点
全くあてはまらない（全くそう思わない）・・・・・・・・・ 1点

この合計点で大食い度を表すことができる!!



39

アイデンティティ(N=509)

20.2

39.5

33.8

43.2

47

44.4

33

29.1

13

17.9

42.8

7.3

6

3.9

11 13 2

0% 25% 50% 75% 100%

将来自分が何をしたいか、はっきりとした目標を持っている

大事なことは自分で決断をしている

自分が本当に何をしたいのかわからないときがある

一生懸命やっても、他の人ほど成果があがらない気がする

とてもあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない 無回答

一生懸命やっても、他の人ほど
成果が上がらない気がする

自分が本当に何をしたいのか
わからないときがある

大事なことは自分で決断をしている

将来自分が何をしたいか
はっきりとした目標を持っている

自分のことがわからなくなる人が75％以上いる!!
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同調の規範的影響

ドイッチ、ジェラード(1955)

多数派から受け入れられたいと思う結果、他者の

意見を受け入れること

同調する相手が

正しいかどうかは

関係ない!!
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6.1

13.2

23.2

31.8

37.3

44

38.1

44.4

23.8

23.4

5 .1

9

2

0

0

0% 25% 50% 75% 100%

流行には乗り遅れたくない

多数の人間に合わせて意見を変えることはない

仲間はずれになるのが怖い

とてもあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない 無回答

同調(N=509)

仲間はずれを怖れ、周囲に合わせてしまう人が約半数も!!

仲間はずれになるのが怖い

多数の人間に合わせて
意見を変えることはない

流行には乗り遅れたくない
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© www.mhd.to

心理とメディアにはどんな
関係があるのだろう！？

検証しよう！！



43

相関分析①

Aが強まれば強まるほど、Bも強まる 0≦r≦１→正の相関
例、r＝0．35

Aが強まれば強まるほど、Bは弱まる －１≦r≦0→負の相関
例、r＝－0．25

正の相関は1に近いほど相関関係が強い
負の相関は－1に近いほど相関関係が強い

（例）r＝0.21とr＝0.45では、r＝0.45のほうが相関関係が強い

●AとBの2つの間に、つながり（相関関係）が
あるかを調べる分析方法
◎相関係数（r）が大きいほど、相関関係が強い
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相関分析②

●分析結果の誤差を確かめるために、統計的に
正確かどうかを調べる

結果はP値で判断され、P値が小さければ小さいほど
その分析結果は正しい
P値は＊（アスタリスク）の数で表される
＊がなければ、統計的に正確とはいえない

①p＜0.05 →＊
5％水準有意差（95％以上相関関係あり）

②p＜0.01 →＊＊
1％水準有意差（99％以上相関関係あり）

③p＜0.001 →＊＊＊
0.1％水準有意差（99.9％以上相関関係あり）
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メディアと心理の相関モデル

テレビ

アイデンティティ

同調
0.202***

-0.203***

テレビを見ている人ほど
アイデンティティが欠如していて、同調傾向がある!!

有意差水準：***p<0.001 **p<0.01 *p<0.05数値は相関係数
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第2幕のまとめ

大学生がメディアを利用したときの
心理傾向が明らかに!! 

長時間視聴

他人に合わせる

自分がわからない
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～ランキング依存と若者～～ランキング依存と若者～



48

大学生のランキングの
使い方って？？

ランキングを
どのように
捉えているの？
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信頼しているランキング（N=509）

14.3%

23.0%

4.1%

31.2%

27.5%

25.7%

58.3%

0% 20% 40% 60% 80%

信頼していない

ニューストピック

恋愛術・恋愛指南

進学・就職関係

ファッション・コスメ

レジャースポット

CD・本・映画

信頼していない人が、約14％しかいない!!
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メディア別のランキング影響(N=509)

27.5

13.2

16.9

19.4

25.3

3.5

47.3

34

44.6

40.3

41.7

12.6

18.7

39.7

29.3

26.3

23.6

31.8

6.3

13

9.2

13.9

9

51.5

0.2

0.2

0

0

0.4

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

テレビ

新聞（一般紙）

書籍

雑誌、週刊誌

インターネット

ラジオ

とてもしている ややしている あまりしていない 全くしていない 無回答

テレビで放送されたランキングの影響を
受けている人が最も多い
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すがりたい若者
仲川（2008）
「みんながやっているから私もやるという風潮から

自分の位置を確認したい、何かにすがりたいという

風潮に若者の意識が変わってきている」

ランキング
自分の位置を
確認したい

何かにすがりたい
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シアーズ、マコビー、レヴィン（1957）
何かを判断する際に、他人や情報を利用

または、頼りにする度合い

依存性

AとBどっちが
いいかな？

他の情報に頼る

テレビの
情報を採用
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依存(N=509)

12.8

19.1

31.4

29.9

40.7

38.7

43.2

51.9

41.3

34.4

20.6

16.5

5.1

1.6

2

04.7

7.7

2

2

0% 25% 50% 75% 100%

何かをするとき、たいてい自信を持ってやる

他人から指図を受けるのが嫌いである

難しい仕事をやるときは、誰かと一緒がよい

困っているとき誰かに助けてほしい

とてもあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない 無回答

すべての質問に過半数があてはまっており
大学生の誰かに頼りたいという傾向がわかる!!

困っているとき誰かに助けてほしい

難しい仕事をやるときは
誰かと一緒がよい

他人から指図を
受けるのが嫌いである

何かをするとき
たいてい自信を持ってやる
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ランキング依存(N=509)

ほとんどの人がランキングを好意的にとらえて
いる!!

6.1

24.2

2.8

23.4

6.1

19.1

40.3

8.4

45.2

45.1

21.4

44.3

40.7

22.8

44.6

25.3

27.9

42.4

38.1

34.6

12.6

43.6

5.9

12.2

29.7

14.5

0.2

0.2

0.4

0.2

0.2

0.4

7.1

14.7

0% 25% 50% 75% 100%

見ていると、つい買い物をしてしまう

途中までしか見られないと、続きが知りたくなる

見ているとストレス解消になる

必要な情報が人目で得られるので便利

見ていて退屈しない

時間を忘れてみてしまう

順位が生活や行動に反映されている

とてもそう思う ややそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答

大学生はランキングを便利だと考え
生活や活動に反映している

順位が生活や活動に反映されている

時間を忘れてしまう

見ていて退屈しない

必要な情報が一目で得られるので便利

見ているとストレス解消になる

途中までしか見られないと、
続きが知りたくなる

見ていると、つい買い物をしてしまう
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ところで・・・

相互に関係があるかを調べる方法相関分析

しかし

相互関係の原因が知りたい！！

この因果関係を調べるために
実はこんな方法があるんです！！

そこで
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重回帰分析①

●2つの変数の因果関係を調べる分析
相関分析だけではわからない因果関係を調べられる

●相関分析・・・どちらが原因で結果なのかが分からない

価値観の違い

生活のすれ違い

他に好きな人ができた

恋人との破局
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重回帰分析②

●重回帰分析・・・因果関係が明らかになる

※ここが『相関分析』と『重回帰分析』の違うところ!!

価値観の違い

生活のすれ違い

他に好きな人ができた

恋人との破局

原因

結果
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ランキング依存と心理の重回帰

ランキング依存

他人指向

-0.049

0.038

0.274***

0.102*
ランキング依存の

最も大きな心理的原因は

同調になっている 数値は標準化係数β

有意差水準：***p<0.001 **p<0.01 *p<0.05

同調

依存

アイデンティティ
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ランキング依存とメディアの重回帰

ランキング依存

新聞（一般紙）

テレビ

書籍・雑誌

インターネット

携帯電話

新聞（一般紙）

テレビ

書籍・雑誌

インターネット

携帯電話

0.186**

-0.059

-0.061

-0.051

0.226**

0.200**

-0.181**

-0.061

-0.143

0.081

男 女

男子は携帯電話、女子はテレビの利用が
ランキング依存に繋がる

数値は標準化係数β 有意差水準：***p<0.001 **p<0.01 *p<0.05
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© http://koutyndkh.cocolog-nifty.com/blog/2007/09/post_9887.html

実におもしろい!!
コンテンツごとに
ジャンルわけを
しよう!!

でも先生
ランキングって言っても
たくさん種類が
あると思うんですが・・
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ランキング参考コンテンツ

第１因子 第２因子 第３因子 第４因子 第５因子 第６因子

めざましテレビ 0.607 -0.024 0.059 0.005 0.045 0.154

ＣＤＴＶ 0.386 0.061 0.347 0.041 -0.069 0.106

抱かれたい男ランキング 0.215 0.098 0.174 -0.01 -0.021 0.16

人気就職先ランキング 0.04 0.515 -0.05 -0.002 0.05 0.195

大学偏差値ランキング 0.065 0.459 0.167 0.057 0.145 0.119

ランキンの楽園 -0.009 0.235 -0.014 0.118 -0.086 -0.098

店頭レンタルＣＤランキング 0.194 0.133 0.518 0.049 0.272 -0.017

ラジオのＨＩＴ曲ランキング 0.009 -0.038 0.355 0.027 0.031 0.059

ranKing ranQueen 0.071 -0.096 0.053 0.512 0.263 0.271

`@cosme -0.007 0.114 0.013 0.471 -0.102 -0.06

出没！アド街ック天国 0.011 0.136 0.079 0.247 0.013 0.206

本屋大賞 -0.042 0.003 0.107 -0.046 0.411 0.019

Tokyo Walker 0.259 0.21 -0.049 0.14 0.317 0.033

mixi日記ワードランキング 0.075 3.541E-06 0.082 0.017 0.029 0.346

ブログアクセスランキング 0.081 0.08 -0.007 0.032 0.004 0.186

@cosme
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因子分析
多様な現象をパターン化する分析方法

Ｑ．あなたが好きなお菓子は何ですか??

非常に好き やや好き
あまり

好きではない
全く

好きではない

ポッキー １ ２ ３ ４

チョコレート １ ２ ３ ４

キャンディー １ ２ ３ ４

ハイチュ－ １ ２ ３ ４

ポテトチップス １ ２ ３ ４

クッキー １ ２ ３ ４

溶ける
因子

スナック
因子

●
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ランキング参考コンテンツの因子分析

0.1860.0040.032-0.0070.080.081ブログアクセスランキング

0.3460.0290.0170.0823.54E-060.075mixi日記ワードランキング

0.0330.3170.14-0.0490.210.259Tokyo Walker

0.0190.411-0.0460.1070.003-0.042本屋大賞

0.2060.0130.2470.0790.1360.011出没！アド街ック天国

-0.06-0.1020.4710.0130.114-0.007`@cosme

0.2710.2630.5120.053-0.0960.071ranKing ranQueen

0.0590.0310.0270.355-0.0380.009ラジオのＨＩＴ曲ランキング

-0.0170.2720.0490.5180.1330.194店頭レンタルＣＤランキング

-0.098-0.0860.118-0.0140.235-0.009ランキンの楽園

0.1190.1450.0570.1670.4590.065大学偏差値ランキング

0.1950.05-0.002-0.050.5150.04人気就職先ランキング

0.16-0.021-0.010.1740.0980.215抱かれたい男ランキング

0.106-0.0690.0410.3470.0610.386ＣＤＴＶ

0.1540.0450.0050.059-0.0240.607めざましテレビ

第６因子第５因子第４因子第３因子第２因子第１因子

@cosme

定番
コンテンツ

自分の位置把握
コンテンツ

音楽
コンテンツ

ライフスタイル
コンテンツ

書店
コンテンツ

ネット
コンテンツ
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ランキング依存とコンテンツの重回帰

ランキング依存

自分の位置把握
コンテンツ

定番コンテンツ

音楽コンテンツ

ライフスタイル
コンテンツ

書店コンテンツ

ネットコンテンツ

自分の位置把握
コンテンツ

定番コンテンツ

音楽コンテンツ

ライフスタイル
コンテンツ

書店コンテンツ

ネットコンテンツ

0.299***

0.016

0.103

0.013

-0.030

0.026

0.113

-0.013

0.194**

-0.077

-0.080

0.118

男 女

男子は定番コンテンツ、女子は音楽コンテンツを
使う人がランキング依存の傾向が強い

数値は標準化係数β 有意差水準：***p<0.001 **p<0.01 *p<0.05
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分析方法のおさらい

相関分析 AとBの関係を調べる
重回帰分析 BがAにいたる原因を調べる

因子分析 現象をグループ化する

A

B C

それぞれ
関係している
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分析方法のおさらい

相関分析 AとBの関係を調べる
重回帰分析 BがAにいたる原因を調べる

因子分析 現象をグループ化する

A

B C

それぞれ
関係している

流れを明らかにする!!
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パス解析①

●３変数以上の因果関係の連鎖を調べる分析
重回帰分析を繰り返し行うことで、因果関係の流れを

調べることができる

●標準化係数(β)→因果関係の強さの値
βが大きいほど

因果関係が強い
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パス解析①

●３変数以上の因果関係の連鎖を調べる分析
重回帰分析を繰り返し行うことで、因果関係の流れを

調べることができる

●標準化係数(β)→因果関係の強さの値
βが大きいほど

因果関係が強い

パス解析をすれば、
こんなことがわかる!!
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パス解析②

なんで
太ったんだ？？

●なぜ、このサラリーマンは太ったのだろうか??

甘いもの？？ストレス？？
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パス解析③

●『体重の増加』には何が影響したのか調べたい

①『体重の増加』と他の２つの変数を重回帰分析をする

『甘いもの』が一番βが大きい。『体重の増加』は『甘いもの』

が原因とわかる

②次に『甘いもの』と『ストレス』の重回帰分析する

『甘いもの』を食べる原因は『ストレス』にあることがわかる

β＝0.36 β＝0.62

ストレス 甘いもの 体重の増加
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ランキング依存へのパス解析モデル

テレビ
利用量 同調

ランキング
依存

数値は標準化係数β 有意差水準：***p<0.001 **p<0.01 *p<0.05

0.202*** 0.316***

テレビを利用する人ほど
同調傾向に繋がり、ランキング依存へ・・・!!
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第3幕のまとめ

メディアの利用が、同調傾向を生み出し
それがランキング依存に繋がっている

テレビの長時間視聴

他人に合わせる

ランキングを頼りにする


